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189C午代りレ一品 γD主要著作， ，トわゆる市場明題についてJ(1893午)， ，1人民の
友』左は何か I (1894年)， Iナロードエキ主義の経済的内容 J (1894年)， ，経済
学的ロマン主義の特徴づけによせてJ(1897年)， Iロγアにおける資本主義り発展」
(1896~1899年，以下「発展」と略す〕は， 周知のようにナロードニキの哲学， 政治，
。 この点、について A.B φalleeBによる問題提起がある。 <<Pa3回 TMe KamnaJl回<a B山町b B 






近， ツァ リスムや封建的， 資本主義的抑匪に反対する共同闘争， に関する諸問題の解決を推
進Jさせる L， ，さまざまな地域における社会主義革命勝利のための闘争における革命運動の特
殊性もまた，はるかに明瞭になるであろうJ.
































2) 邦訳ν ニン全集，第3巷， 42-4::1ベージ。
3) 同上斗 43-44ベ← ~o
90 (剖〉 第ユ10巻第1.2号
主義的植民地の基本的標識として，次の二つを「資本論」から導きだしている。












引入れることなしには存在し発展する ζ とができなし、，と C'うことである。 そして資本























る。しかし V ーエンは，資本主義D発展のあり方の，この二側面をつねに区別し， ロV
ア資本主義の発展をこの二側面の視角からながめようとしていることも確かである。
たとえば， I発展」の第8章「国内市場の形成」において u一手ソは次のようにの


















ω 第3章「賦役経済から資本主義経済への地主の移行」においてz レ ニンは「農
業出稼ぎ」について次のようにのべている I農業労勤者が転入してきたおもな地方は，
ペッサラピア， へルソン， タヴリーダカテりノスラフ， ドン，ー ザマラ， サヲトフ





7) 向上， 592ペー ジ。








は次のようにのべている， I 穀物生産の主要中心地の移動がおこっている。 すなわ






















8) 向上 232ペー ジ。 CM.B. K. 5IU;YHCK副 <(VIcTOpOKCトreor戸中M'leCKHeMOMeHTbl B paOOTaX B 
日 Jl四刷副 (yJcmο'P'日eClCue3anUClC削 No.27，1948) 
9) 同止:， 253-4へジ。
レーエソの「辺境地J論 く93) 93 
れ，また以前からあった営業が誌拡張されるというようにして Eある。
これらの過程のうち，第 りものは， われわれがすでにさきにしめしたあの辺境の植





























10) 向上， 345-6ベー 九
11) 向上， 174-5ベク。



















「合法Y ルクス主義者」ベ・ λクヴォルツオフとの論争 (190C牛， ["非批判的批判J)













νーニンの「辺境地」請 (95) 95 
このような， 農業進化りちがい(=辺境地農業りより急速でより自由な資本主義的発
展〕についての考えはz ツアーリ政府の1901年 6月の， I、ンベリヤ官有地の民間への払
下げに関する法律」に対する考察により，より明瞭になる。
レーェンは論文「農奴主たちは仕事をしているJ(1901年 9月〉において次のようにい




















13) 同止斗 66C一回1ベ ク.c刈 E.H且PY)KHHHH8((B. 1. JIeHl1日opa3B前回目 KanHTaJlHCTlNeCKHX
OTH(山e日目白 B 酬明bJX H wrO-BOCTO'-lHhIX pa前QHaXEBP叩曲目白oilPOCCJ.Ul)) (叫fCmyω bftbU::
np06.ile.Mbl U問中山 Po叩叫帥oxutji出向岬印刷， Hay同 1970)







15) 邦訳レ ニン全書も第16巻， 122ベジ。

































18) 同上， 247ベー シー


































21) 邦訳レヱ γ全集，第13巻， 250へジa
98 (98) 第110巻第1・2号





策。，二つの主要な「切りふだ13)，移民政策と， 7 - 1ル政策のうちの一つ，移民政策








カフカ ズz らノベりアに対する， 移民政策，移民事業の実態を暴露する国会議員D演
説により，レーニンはζのことを実証する。
1913年4月， I移民事業の意義」において， レ ニンはさらに，この問題を発展させ
る。










23) 邦訳νー ヱン全罪，第19巻， 183ベ-yo
24) 邦訳レーェγ全集，第18巻， 85ページ.
25) 向上.. 1:!6~ シー
26) 向上， 49へージ.
午次 |移民数削)1逆移民の%
1905 39 10 
1906 141 4 
1907 427 6 
1908 665 6 
1909 619 13 
1910 316 36 
1911 1832η 60 
27) この数字はレーエンも庄釈しているように， 11カ月閣の数字であり， 1911年全体と Lては
189，000.人である. (邦訳レーニソ全集第18'曹， 184へー ジ〕
























29) 向上， 50ベー ジ。





している。 1912年の81U人の帰還者むうちで， 35.4%は3年滞在， 26.3%は2年.17.1%は1年，
21. 2%はl年以下の滞在である， 1913年には， 487，人のうち， 3年滞在は38.6%. 2年商持主は
9.8%， 1年滞在は42.3%，1年以下は9.3%である。 零芳し，激怒した帰還農民は革命的活
動に積極的伝書加した。」とのべている。 且 6. BeJI田 CK田((CoU悶品田 9KOHOMH唱団間
回目e)l.CTE田町peceJle凹 eCKO前 sO.IUITHKIlC叩JlbInHliaHa .IT，aJlhH巴M Bc口U目白Owd回同町叫
azpapHOzo cmpoR POCCUU 8 n句1JuodH.Mntヲ'pUaJlU3.Ma))A. H.， 1962.) 











Lているの A.B ファデエフが提起する，レ ヱンのツァ リ専官!の規定=1軍事的・封
建的帝国主義」の経済的基礎をこの辺境地への進出にもとめようとする試みもその一つ
である。しかし，さらに重要な課題は， νーニンのこれらの考えを具体化し， 発展させ
ζp'./y資体主義発展を全体的に把接していくことである。
